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ブ
ー
ゲ
ン

ヴ
ィ
ル

紛
争
の

考
察
 

銅
協
定
の

こ

と
な
ど

　
こ

こ

で
一

応
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

島
民
の

P

NG

か

ら
の

分
離
独
立
問
題
を
は

な

れ
て

、

プ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

銅
山
会
社
（

BCL

）

が

パ

プ

ア

お
よ

び
ニ

ュ

ー

ギ
ニ

ア

植
民
地
（

T

PNG

）

政
府
と

、

一

九
六
七
年
六
月
六
日

に

締
結
し
た
銅
協
定
な
ど
、

BCL

の

牲
格

や

活
動
に

つ

い

て

言
及
し

て

お
き
た
い

。

　

ま
だ

植
民
地
だ
っ

た
地
下
資
源
豊
か
な

P

NG

の

経
済
開
発
を
推
進
し

よ

う
と

考
え
て

い

た

オ

ー

ス

ト

ラ

リ
ア

と

し

て

は
、

イ

ギ

リ

ス

に

本
社
の

あ
る

巨
大
国
籍
企
業
リ
オ
・

テ
ィ

ン

ト
．

ジ

ン

ク

霊
O

目

写
eON

ぎ
O

の

子

会

社
で

あ
る
「

オ

ー
ス

ト

ラ

リ
ア
・

コ

ン

ジ

ン

ク
・

リ
オ
・

テ

ィ

ン

ト

社
」

（

CRA

−1

00

壽
ぎ
o

霸
o

誤
暮
ooh

》

昜
け

同

巴

訂
）

が
、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

の

銅
資
源
を

開
発
す
る
こ

と
に

大
き
い

期
待
を
か
け
て

い

た
。

銅
の

政
治
学
 

西

　
野

　
照

太
郎

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe

　
そ

し
て

イ

ギ

リ

ス

領
の

未
開
発
な
植
民
地

に

お

い

て
、

経
済
開
発
の

た

め

に

進
出
し

て

来
た

外
国
企
業
に

対
し

て

は
、

そ

の

操
業
が

軌
道
に

乗
る

ま
で

の

数
年
間
に

わ

た
っ

て
、

免
税
措
置
そ

の

他
の

各
種
優
遇
措
置
を
と
っ

て

い

た

例
に

な
ら
っ

て
、

BCL

の

銅
協
定

も
BCL

に

有
利
な
取
り
決
め

を

含
ん

で

い

た
。

　
私
は
一

九
七
一

年
に

ポ

ー

ト

モ

レ

ス

ビ

…

を

訪
れ

た
際

、

PNG

大
学
や
政
府
諸
機
関

で

PNG

に

関
す
る

資
料
を

収
集
し
た

。

そ

の

際
、

政
府
情
報
局
に

行
っ

た
と

き
手
渡
さ

れ

た

の

が
、

「

ブ
〜

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

鉱

業
会
社

設

立

趣

意
書
」

じdo

轟
p・

ぎ
く

邑
Φ

ζ
ヨ

5
σQ

＝

弖
け

巴
一
℃
『

畠
で

Φ

9
昜
と
い

う
、

大
判
で

四

六
頁
の

文
書
で

あ
う

た
。

そ

れ

は

五
月
一

一

日

に

刊
行
さ
れ

た

ば
か

り
の

資
料
だ
っ

た

が
、

確
か

情
報
局
の

係
官
は

「

日

本
と

も
関

係
の

深
い

企
業
だ

か
ら
」

と
い

う
よ

う
な

ご

と

を

言
っ

て
、

私
に

渡
し

て

く
れ
た
よ

う
な

記
憶
が
あ
る

。

　
確
か
に

、

そ

の

設
立
趣
意
書
の

中
に

は
、

日

本
に

関
す
る

記
述
が
何
カ

所
か
あ
る

。

た

と

え

ば
「

マ

ー

ケ
ッ

テ
ィ

ン

グ
」

の

項
の

冒

頭
に

は

次
の

よ

う

に

書
か

れ
て

い

た
。

　
「

交
渉
は

日
本

、

西
ド

イ

ツ

お
よ
び
ス

ペ

イ

ン

の

会
社
と

の

間
で

選
鉱
に

含
ま
れ
る
合

計
一

、

九
九
二

、

五
〇
〇
ト

ン

の

銅
を
十
五

年
の

引
渡
し
期
聞
に

わ
た
っ

て
、

販
売
す
る

こ

と
で

結
ぼ
れ

た
。

そ
の

う
え

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

鉱
山
は

、

日

本
の

製
錬
所
に

十
年
に

わ

た
っ

て
、

追
加
的
な

八
二

、

五

〇
〇
ト
ン

ま

で

の

銅
を

売
り
こ

む

の

を
、

中
間
販
売
者
が
選
択

す
る

よ
う
交
渉
し
た
」

。

　
そ

し
て

次
の

「

フ

ァ

イ

ナ
ン

ス
」

の

項
の

中
に

は
、

ロ

ー

ン

に

関
す
る

ク

レ

デ
ィ

ッ

ト

協
定
に

関
連
し
て

、

中
間
的
ロ

ー
ン

供
与
に

参
加
す
る

銀
行
の

中
に

、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

東
京

銀
行
（

ロd
嘗
ρ

器

国

匿
o

審

窪

器

盆
→
o

尊
o

し。°
〉
こ

男

襞
冨
）

が

含
ま

れ
て

い

る
。

　
さ

ら
に

、

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

銅
山
は
一

九

亠

ハ

九
年
一

〇
月
一

三

日

に
、

一
二

菱
宀

冏
事・

、

三

井
（

物
産
）

と

結
ん

だ
協
定
で
、

三、

○
○

○
万
米
ド

ル

の

キ

ャ

ッ

シ

ュ

・

ロ

ー

ン

を
獲

得
し

た
。

そ

の

利
子
は

年
八
・

二

％
で

あ
り

、

償
還
は
一

九
七一一

T
一

九
七
九
年
に

行
な

わ

れ

る
。

　
ブ
ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

銅
山
会
社
は
一

九
六
九

年
一

〇
月

＝
二

日

に
、

三

菱
商
事

、

三

井
と

の

間
で

締
結
し

た
協
定
で

、

三
、

○
○
○
万

米
ド

ル

ま
で

の

日

本
製
設
備
資
材
を、

日

本

の

供
給
者
か
ら
購
入
す
る

資
金
を
確
保
し

た
。

そ

の

利
子
は

年
六
・

八
五
％
で

償
還
は
一

九

七
三

年
i
一

九
八
二

年
と

な
っ

て

い

る
。

　

説
明
し
忘
れ

た
が

、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

鉱

業
会
社
は

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

銅
山
会
社
（

B

CL

）

の

株
式
八
〇
％
を

持
ち

、

BCL

の

操
業
を

円
滑
に

す
る

た

め

の

あ
ら
ゆ
る

事
項
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を
、

整
備
し

処
理

す
る

役
割
を
果
た

す
会
社

で

あ
る

。

BCL

の

株
式
の

残
り
二

〇
％

は

TPNG

政
府
が
所
有
し

て

い

る
。

　
こ

こ

で

BCL

と

TPNG

政
府
の

銅
協

定
を
簡
単
に

説
明
し

て

お
き
た

い

が
、

そ

の

協
定
は
一

九
六
七
年
に

TPNG

議
会
に

よ
っ

て
、

鉱
業
（

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ

ィ

ル

銅
協
定
）

條
例
　
ζ
一

巳
ロ
σq

（
切
o

毒
巴

薯
已
Φ

Oo

弓
曾

》

鵯
c。
 

髯
 

暮
）

○

乙
『

畧
8Z
ρ

刈

Oo

コ
 

覊

と
い

う
法
律
と
し

て

の

効
力
を
与
え

ら
れ

た
。

　
こ

の

協
定
は

「

BC

」

側
の

義
務
」

と

「

TPNG

政
府
側
の

義

務
」

に

よ
っ

て

構

成
さ

れ
て

い

る
。

BCL

側
の

義
務
は

 
か

ら
 
ま
で

七
項
目
に

分
か
れ

て

い

る
。

偶
は

一

九
七
一

年
→

二

月
三

十
一

日
ま
で

開
発
地

評
価
を
続
け
る

こ

と、

 
は

特
別
鉱
業
借
地

そ

の

他
の

借
地
が

認
可
さ
れ
て

五
年
以
内
に

銅
選
鉱
の

船
積
み

を

開
始
し
う
る
よ

う
、

採

鉱
そ

の

他
の

関
連
施
設
を
建
設
す
る

こ

と（、

最
初
の

船
積
み

は
一

九
七
二

年
に

行
な
わ

れ

る

予
定
で

あ
る

こ

と
。

囘

は

特
別
鉱
業
借
地

の

認
可
か

ら

二

年
以

内
に

、

TPNG

政
府

も
し
く
は

特
定
の

当
局
に

、

BCL

内
と
パ

ー

で

二

〇
％
の

エ

ク
イ

テ

ィ

を
提
供
す
る

こ

と
、

（

こ

の

義
務
は

履
行
済
）

で

あ
る

。

　
 
は
合
理
的
か

つ

経
済
的
に

実
行
可
能
な

範
囲
で

、

領
域
内
で

利
用
で

き
る

労
働
力
に

新
技
術
を
使
用

、

訓
練
す
る

こ

と
。

領
域
内

で

生
産
さ

れ

た
需
品

、

プ

ラ

ン

ト
、

機
械
お

よ

び
施
設
を
使
用
す
る

こ

と
。

 
特
別
鉱
業

借
地
の

当
初
の

期
間
（

四
十
二

年
間
）

に

T

PNG

政
府
に

銅
選
鉱
の

販
売
か

ら

生
ず
る

収
入
の

f
・

o
・

b
価
格
の
一

・

二

五

％
の

　
　
ヨ

　
イ

ヤ

ル

　
テ
　ぞ
　

じ

率
で

鉱
区
使
用
料
と

、

特
別
鉱
業
借
地
内
の

土
地
に

つ

い

て
エ

ー

カ

ー

当
り
年
一

ド

ル

の

借
地
料
を
支
払
う
こ

と
。

鉱
区
使
用
料
や

借

地
料
の

率
の

更
改
は

、

TPNG

政
府
が
そ

の

更
新
時
に

お
け
る

公
正
で

合
理
的
な

も
の

と
認
め

る

も
の

に

決
定
さ
れ

る

こ

と
。

　

ω
は

BCL

が
支
払
う
べ

き
各
種
の

税
金

に

つ

い

て

の

詳
し
い

規
定
で

あ
る

が
、

BC

L
が

選
鉱
の

商
業
生
産
を

始
め

た

と
き
か

ら
、

三
年
間
は

BCL

の

所
得
は

筋
得
税
を
免
除

さ
れ
る

こ

と
を
指
摘
し
て

お
く
べ

き
で

あ

ろ

う
。

勵

は

BCL

の

操
業
の

結
果
と

し
て

生

じ

た

余
剰
物
や
ク

ズ

鉱
は

、

TPNG

政
府

に

承
認
さ

れ
た

地
区
お

よ
び

方
法
に

お

い

て

の

み

処
分
さ
れ

る

こ

と
。

　
TPNG

政
府
側
の

義
務
は

、

 
一

九
六

七
年
一
一

月
三

〇
日

に

発
効
し

た

鉱
業
（

ブ
ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

銅
協
定
）

條
例
を
支
持
す
る

こ

と
G

 
BCL

に

特
別
鉱
業
借
地
を

与
え

る

こ

と
。

団
BCL

が
必
要
と
す
る

借
地
を

与

え
る

こ

と
。

 

BCL

を

協
定
に

規
定
し

た

各
種
税
金
や

公
共
料
金
以
外
の

賦
課
か
ら

免

除
す
る

こ

と
。

 
BCL

、

そ

の

雇
用
員

、

そ

の

町
や

キ
ャ

ン

プ

が

必
要
と

す
る

教
育

、

警
察、

郵
便

、

電
気
通
信
お
よ

び
医
療
の

施

設
を

供
与
す
る

こ

と
。

ω
BCL

に

電
力

、

水
道
の

供
給
を

認
め

る

こ

と
、

等
々

を
含
ん

で

い

た
。

　
し

か

し
、

一

九
七
二

年
央
に

BCL

の

操

業
が
始
ま
る

と
、

こ
の

鉱
業
（

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
イ

ル

銅
協
定）

條
例
が

、

BCL

を
優
遇
し
す

ぎ
て

い

る

の

で

は
な

い

か
と

い

う
疑
問
が

、

BCL

の

た

め
に

土
地
を
徴
用
さ

れ
た
こ

と

な

ど

に

不
満
を
も
っ

て

い

た

島冖
氏
の

間
に

起

こ

り
始
あ

て

い

た
。

　
TPNG

の

統
治
国
で

あ
る

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

労

働
党

首
ゴ

フ

・

ホ

イ

ッ

ト

ラ

ム

臣
恚
a
Ω
o
＝

σq7

≦
7

三
酋

ヨ

は
一

九
七
一

年
に
、

プ
ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

島
は

民
族
的
に

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
の
一

部
だ
と
言
っ

て
、

分
離
主

義
運
動
を
支
持
す
る

よ
う
な

発
言
を
し
た

。

非
植
民
地
化
を
推
進
し
て
い

た

ホ

イ
ッ

ト

ラ

ム

は
、

分
離
主
義
の

問
題
に

賞
任
を
と
り
た

く
な
か
っ

た

の

で

あ
っ

た
。

　
一

九
七
三

年
四
月
に

ロ

ン

ド

ン

訪
問
中
の

ホ

イ
ッ

ト

ラ
ム

首
相
は

、

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ

ィ

ル

が

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
に

統
合
さ
れ
る

の

を
待
望

す
る
か

の

よ

う
な
発
言
を

し
た

。

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
の

初
代

首
相
に

な

る

ピ

ー

タ

ー
・

ケ
ニ

ロ

レ

ア

は
、

充
分
な

協
議
も
せ
ず
に

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
に

命
令
す
る

非
外
交
的
な
温
情
主
義

者
の

発
言
だ

と
批
判
し
た

。

　
話
は

違
う
が

、

TPNG

第
三
国
会
の
一

九
七
二

年
選
挙
戦
が
始
ま
っ

た
一

九

七
一

年

に
、

BCL

は

PNG

の

す
べ

て

の

政
党
に

三
、

○
○
○
ド

ル

均
一

の

選
挙
運
動
資
金
を

献
金
し

た
。

BCL

と

し
て

は

PNG

政
界

に

貢
献
し
て

お
け
ば

、

BCL

と
PNG

政

府
と
の

将
来
の

関
係
が

円
滑
に

な
る
と
い

う
、

政
治
的
な
配
慮
か

ら
出
た

も
の

だ
っ

た

と
い

え
よ
う

。

当
時
ソ

マ

レ

と

し
て

は
、

ブ
ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

の

分
離
独
立
運
動
が

弱
ま
る

こ

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬

を

期
待
し
な
が

ら
、

一

九
七
二

年
の

国
会
蠡

挙
の

た

め

の

運
動
に

努
力
し
て

い

た
。

　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　

ブ
ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

銅
協
定
見
直
し

　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

　
「

一

九
七
〇
年
か
ら
一

九
七
二

年
の

建
設…

期
間
に

、

こ

の

プ
ロ

ジ

ェ

ク

ト

は
、

総
固
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

投
資
額
の

六

〇
％
以
上

、

輸
入
額
の

三

分
曾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

を
占
め
た

。

生
産
が

開
始
さ

れ
た
一

九
七

三

年
、

一

九
七
四

年
に

は
、

こ

の

国
の

国
内

総
生
産
の

約
三

分
の
一

と
、

輸
出
額
の

半
分

以
」

⊥

を
占
め

た
。

こ

の

プ

ロ

ジ
ェ

ク

ト

の

経

済
に

対
す
る

主
要
な

効
果
は

、

こ

の

よ

う
に

ま

ず
財
政
金
融
上
の

も
の

で
、

と
く
に

圏
内

歳
入
お

よ

び
外
貨
獲
得
の

面
で

寄
与
が

大
き

い
」

（
℃

巷
轟
Z
 

≦

Ω

旦
コ

芻

L
訂

思
oo

ロ

o−

3一
〇

G。一
ε
鋤

二

gp

こ
℃
「

o

呂
ooe

ω

ho

『

U
宇

く

£

曾
き
α冫

＝

e
　
≦
自
三

　
bd

譬
7

　
00

雪
け

亳

尊噸

880

三
。

響
眉
o

諄
；

じ
 

ρ

一

 

謡
）

　
こ

の

世
界
銀
行
の

調
査
団

報
告
に

よ

る

ブ
ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

銅
山
会
社
の

評
価
の

よ

う

に
、

こ

の

多
国
籍
企
業
の

操
業
状
態
は
非
常
に

良

好
で

あ
っ

た
。

そ

し

て
、

こ

の

会
社
の

取
締

役
会
長
が
一

九
七
三

年
に

次
の

よ

う
に

発
言

し

て
い

た
。

　
「

わ
れ
わ
れ

は

…

（

PNG

に
）

き
わ

め

て

巨
額
な

他
国
民
の

金
を

導
入
し

利

息
だ

け
で

二

憶
五

千
万
ド

ル

を

超
え
る
…．
．

巨
額
な
債
務
を
支
払
わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

の

利
潤
は

基
本
的
に

は

会

社
と
そ
の

株
主

ー
オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

に

約
四
万
人

、

（

PNG

に
）

九
千
入
以
上

ー
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よ

り
も

政
府
に

恩

恵
を

与
え

て

い

る
。

そ

れ
は

当
初
か

ら
の

意
図
で

あ
っ

た

の

で
、

私

は

そ

れ
を

公
正
な

醍
分
と
信
じ
て

い

る
」

（

Ω
「一
協

惣
p

蠶
ヨ
Φ

‘・．
9
巴

前
掲
書
℃．
一

゜。

O
）

　
と
こ

ろ

が

PNG

の

政
治
家
た

ち
ゃ
官
鐐

は
、

当
時
一

九
七
二

年
一

二

月
に

形
成
さ

れ

た

開
発
の

八
項
目
の

目
標
と
い

う
平
等
主
義

的
な

原
鋼
を

、

メ

ラ

ネ
シ

ア

ン

・

ウ
ェ

イ

と

い

わ
れ

る

方
針
に

つ

い

て
、

議
論
し
て

い

た

た
め

に
、

こ

の

ブ
ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

銅
山
会
社

の

好
調
す
ぎ
る
ほ

ど
の

営
業
状
態
に

、

重
大

な

関
心
を
も
っ

て

い

た
。

　
こ

こ

で

私
の

独
断
的
な
想
像
を
つ

け

加
え

さ
せ

て

も
ら
え
ば

、

　｝

九
七
一

年
か

ら
リ
ン

鉱
石
の

鉱
区
使
用
料
の

引
き
上
げ
を

、

英
国

リ
ン

鉱
業
委
員
会
な
ど
に

強
く
要
求
し
て

い

た
パ

ナ
バ

（

オ

ー

シ

ャ

ン
）

島
の

動
き
か

ら
、

PNG

政
府
は
影
響
を
う

け
た

の

で

は

な

い

か
と

思
う
こ

と

で

あ
る

。

　
バ

ナ
バ

島
の

こ

と
は
論
ず
れ

ば
長
く
な

る

の

で

省
略
す
る
が

、

同
島
は

中
部
太
平
洋
の

ギ

ル

バ

ー

ト
・

ア

ン

ド

・

エ

リ
ス

諸
島
植
民

地
に

属
し
て

い

た

が
、

リ

ン

鉱
石
の

産

出
に

よ
っ

て

特
異
な
地
位
を
占
め

、

そ

の

植
民
地

政
府
の

財
政
に

大
き
く
貢
献
し
て

い

た

が
、

島
民
の

懐
に

入
る

鉱
区
使
用
料
は

き
わ
あ

て

少
な
か
っ

た

の

で
、

ギ
ル

バ

；

ト
・

ア

ン

ド
。

エ

リ
ス

植
民
地
か

ら
の

分
離
独
立
を
要
求
す

る
島
民
が
い

た
。

　
こ

の
バ

ナ
バ

島
の

例
に

な
ら
っ

て
、

PN

G
政
府
や
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

島
民
が

BCL

か

ら
充
分
な

収
入
が
得
ら
れ

る

よ

う
に

、

B

CL

と

PNG

政
府
の

間
の

銅
協
定
を

再
検

討
す
べ

き
だ

と
い

う
動
き
が

起
こ

っ

た
、

と

私
は

考
え
て

い

る
。

　

コ

九
七
四

年
の

初

頭
に

BCL

は
そ

の

フ

ル

操
業
の

最
初
の

年
一

九
七
三

年
に

、

一

億
五

、

八
〇
〇
万
ド
ル

と
い

う

予
想
外
だ
っ

た

巨
額
な
利
益
を

公
表
し
た

。

そ

の

二

〇
％

の

エ

ク

イ

テ
ィ
、

七
、

五

〇
〇
万
ド

ル

の

総

投
資
額

、

そ

れ
と

各
種
鉱
区
使
用
料
お

よ

び

雇
用
入
員
の

税
金
（

し
か
し
会
社
税
は

三

年

聞
の

課
税
免
除
の

た

め

皆
無
）

を
計
算
す
る

と
、

政
府
は
わ
ず
か

に

三
、

四
亠

ハ

○
万
ド

ル

を

受
取
っ

た

に

す
ぎ
な
か
っ

た
。

連
立
政
府

内
の

過
激
派
で

外
国
投
資
や

自
治
政
府
成
立

前
に

結
ば
れ
た

協
定
に

批
判
的
な
連
中
は

、

直
ち
に

反

対
し
て

即
時
八

〇
％
の

法
人
税
を

適
用
す
る

こ

と
、

そ

し
て

会
社
や

そ
の

他
の

将
来
の

鉱

業
上
の

機
械
企
業
に

つ

い

て
、

税

制
を
確
保
す
る

た

め

の

政
府
の

措
置
を

要
求

し

た
。

彼
ら
は

外
国
投
資
政
策
お

よ
び
八
項

目
の

目
標
に
つ

い

て
、

怠
慢
だ

と
し
て

政
府

を

批

判
し

た
」

（

ご
o
＜

豊
印

ざ

℃伽
．．

℃

贄
江
Φ
ω

堕

巳
℃

鶏
＝
画

巨
Φ

暮
ぎ

℃

9
驀
Z
Φ

ξ

Ω

巳

岩
餌

一

 

2
ー
一
 
→

ρ．．
H

磊
島

ε
♂

ooh

諺

暮
ぎ
仙

GQOgpp

一

　

9
コ

α

　

⇔

8
昌

O

ヨ一
〇

　

国
o
ω

Φ

麟

目
厂

ゆ
o
門

o

ぎΨ
勹

Z
Ω−
一

 

ざ゚

勺゜
c。

 

）

　
政
府
を

批
判
し
た

主
な

政
治
家
は

、

ポ

；

ル
・

ラ

プ
ン

、

ジ
ョ

ン

・

モ

ミ

ス

神
父
な
ど

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

の

国
会
議
員
や

、

ウ
ェ

ス

ト
・

ブ

リ

テ
ン

島
出
身
の

ジ

ョ

ン

・

カ

プ

ー

テ

ィ

ン

な
ど
島
嶼
部
選
出
の

有
力
政
治
家
で

、

一

九
七
二

年
亠

ハ

月
に

国
会
で

設
立
が
認
め

ら

れ
た

憲
法
企
画
委
員
会
（

CPC

）

の

メ

ン

バ

ー

で

あ
っ

た
。

　
強
い

批
判
を
う
け

て
い

た

の

は

首
席
大
臣

マ

イ
ケ

ル

・

ソ

マ

レ

だ
っ

た
が

、

彼
は

自
分

の

早
期
独
立
の

計
画
が

う

ま
く
進
ま
な
か
っ

た

の

で
、

分
離
主
義
を
固
持
す
る

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

と
PNG

全
体
と
に

、

自
分
の

指
導

力
を
誇
示
せ

ざ
る

を

得
な
い

立
場
に

あ
っ

た
。

　
BCL

と
TPNG

と
の

銅
協
定
に

つ

い

て

見
直
す

再
交
渉
の

会
議
は

、

イ

ギ

リ

ス

女

王

の

ブ
ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

訪
問
（

一

九

七
四

年
三

月
）

直
後
の
一

九
七
四

年
四

月
か

ら
始

ま
っ

た
。

こ
こ

で
そ
の

当
時
の

動
き
を

、

ジ
ェ

ー

ム

ス

。

グ

リ
フ

ィ

ン

ほ

か

二

名
の

共

著

「 ．
PNG

l
一

つ

の

政
治
吏

1
」

℃

巷
話

Z
Φ

毛

Ω

9
巳
ゆ
”

》

勹
o
累

鐵
09p

＝
臣
切

8
蔓

に

よ
っ

て

記
述
し

て

お

く
。

BCL

は

PNG

政
府
を
一

段
下
の

パ

ー

ト

ナ

ー

と

見

て

い

た

の

で
、

銅
協
定
の

見
直
し

と
い

う

問
題
に

は

強
く
抵
抗
し
て

い

た
。

　〔，
結
局

、

ソ

マ

レ

が

法
律
を
制
定
し

て

協

定
を
修
正
す
る

と
お

ど
し

た

と

き、

イ

ギ

リ

ス

の

親
会
社
リ
オ

・

テ
ィ

ン

ト
・

ジ

ン

ク

の

取
締
役
会
長

サ

ー
。

ヴ
ァ

ル

・

ダ
ン

カ

ン

QQ

貯

く

巴

U
＝

口

o
ゆ
⇒

が

ポ

ー

ト

モ

レ

ス

ビ

ー

に

飛
来
し

、

せ
っ

か

ち
な

た

め

費
用
が

か

か

る

の

に
、

ガ
ル

フ

ス

ト

リ
ー
ム

重

役
専
用
ジ
ェ

ッ

ト

機
を
空
港
に

待
た

せ

て

い

た
。

彼
は

ソ

マ

レ

と
個
人
的
に

取
引
す
る

つ

も
り

だ
っ

た
。

彼
が
言
い

ふ

ら
し

た

と
こ

ろ

で

は、

国
家
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馳

首
と
し
か

交
渉
し
な

い

習
慣
だ
と

い

う
。

　
y

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
ソ

マ

レ

が

撼
世
界
の

魅
力

、

権
威
お

よ

鵡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
エ

専
門
的
知
識
に

弱
い

こ

と
を
恐
れ

た

ソ

マ

ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

の

側
近
は

、

ダ

ン

カ

ン

に

は

代
わ

り

に

キ

盖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

を

会
わ
せ
た

。

キ

キ

は
有
力
な
白
入
を

や

盤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ

め

る

の

に
、

悪
意
あ
る

喜
び
を

感
ず
る

題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

向
を
も
つ

奇
妙
で

片
意
地
な
人
だ
っ

た
。

詫

ン

カ

ン

が
ソ

マ

レ

に

会
う

た

の

は

交
渉
が

事

実
上
終
っ

た

後
だ
っ

た
L

（

国
一

8
）

　

新
し
い

協
定
の

下
で

、

BCL

は
一

九
七

四
年
か

ら

総
所
得
に

つ

い

て

税
金
を
払
う
こ

と
に

な
っ

た
D

法
入
税
は

純
投
資
資
本
の
一

五

％
か

、

税
率
が

七
〇
％
に

な
っ

て

確
保
さ

れ
る

ま
で

は
、

普
通
税
率
（

当
時
三

三
・

三

三

％
）

に

平
準
化
さ

れ
る

こ

と
に

な
っ

た
。

社
会
環
境
上
の

効
果
と
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

で

の

鉱
区
拡
大
の

制
限
に

関
す
る

新
し

い

取
り

決
め

も
で

き
た

。

　
「

修
正
さ
れ
た
協
定
の

下
で

、

PNG

は

会
社
か

ら
一

九
七
四
年
の

操
業
に

よ
っ

て
、

元
の

協
定
の

下
で

受
取
る

筈
だ
っ

た

三
、

五

〇
〇
万
ド

ル

で

は

な

く
、

九
、

○
○
○
万
ド

ル

を
受
取
る

こ

と
に

な
ろ

う
。

そ

の

後
の

十

年
間
に

PNG

は

銅
価
格
が

低
い

と
き
に

約

五
、

○
○
○
万
ド

ル
、

銅
価
格
が

高
い

と

き

に

は

二

億
ド

ル

を
受
取
っ

て
、

よ

り
豊
か

で

自
立
的
に

な
る

で

あ
ろ

う
。

　
か
く
て

我
々

は

経
済
的
支
配
か

ら

自
ら
を

守
り

、

巨
大
な

多
国
籍
企
業
と
タ

フ

な

交
渉

を

済
ま
せ

る

こ

と
が

で

き
た

。

（

ソ

マ

レ

自

伝

薯齢

這
一

ー
一

撻
）

　
こ

の

協
定
見
直
し

会
議
の

委
員
に

は
、

レ
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オ
・

ハ

ネ

ッ

ト

や
ジ

ョ

ン

・

モ

ミ

ス

神
父
も

参
加
し
て

い

た
。

協
定
見
直
し
の

交
渉
は
一

九

七
四

年
一

〇
月
に

終
っ

た
が

、

そ

れ

が

容

易
に

進
展
し
て

い

な
か
っ

た
同
年
の

年
央
に

は
、

ハ

ネ
ッ

ト

は

最
終
的
な
協
定
を
実
現
さ

せ
る
た

め
に

、

新
し
く
危
機
状
態
を
つ

く
り

出
し

、

鉱
山
向
け

の

水
の

供
給
を
切
断
す
る

な
ど
を
主

張
し

て

い

た
。

　

こ

の

協
定
修
正
で

、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

島

民
と
PNG

中
央
政
府
の

関
係
は

好
転
す
る

か
に

見
え
た

。

し
か

し
、

PNG

政
府
が
B

CL

か
ら
受
取
る

金
額
が

増
加
し

た

こ

と
は

、

必
ず
し
も
ブ
ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

の

島
民
や

地

方

政
府
が

豊
か

に

な
る

こ

と

を
意
味
し
な

か
っ

た
。

そ
の

た

め

に

プ

ー

ゲ

ン

ヴ

ィ

ル

島
民
の

ポ

ー

ト

モ

レ

ス

ビ

i
批
判
は

再
び
強
ま

り
、

分
離
独
立
運
動
が
強
ま
る

こ

と
に

な
っ

た
。

分
離
か
地
方
分

権
か

　
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

島
出
身
の

PNG

国
会

議
員
や
政
治
家
は

、

多
か

れ

少
な

か

れ
分
離

独
立

運
動
に

深
く
か

か

わ
っ

て

い

た
。

私
は

こ

こ

で

そ

れ
ら
の

指
導
的
政

治
家
の

中
で

、

最
も
影
響
力
の

大
き
か
っ

た
六
人
の

人
物
に

つ

い

て

ふ

れ
て

お

き
た

い
。

　
さ

き
に
マ

ダ
ン

の

ホ

〜

リ
ー
・

ト

リ
ニ

テ
ィ

神
学
校
の

学
生
た

ち
の

う

ち
、

ブ
ー

ゲ
ン

ヴ
イ

ル

出
身
の

学
生
た

ち

が
一

九
六
六

年
に

「

ダ

イ
ア

ロ

ー

グ
」

と
い

う
雑
誌
を
刊
行
し

て
、

PNG

に

お
け
る

搾
取
者
の

ト

ロ

イ

カ

ー

行
政
庁

、

プ

ラ

ン

タ

ー

お

よ

び
キ
リ
ス

ト

教

伝
道
者

ー
を
強
く

批
判
攻
撃
す
る

論
文

を
掲
載
し
は

じ
め

た
。

と
く
に

BCL

の

大

規
模
開
発
を
非
難
し
た

こ

と

が
注
目
さ

れ

た
。

　

行
政
庁
は

そ

の

過
激
な
反
政
府
的
態
度
に

驚
い

て
、

特
捜
警
察
を
派
遣
し
て
、

そ
の

思

想
が
共
産
主
義
で

あ
り

、

破
壊
活
動
を
煽
動

す
る

も
の

か

ど

う
か

を
調
査
さ
せ

た
。

　

そ
の

結
果

、

レ

オ
・

ハ

ネ
ッ

ト

は

放
校
処

分
に

な
り

、

ジ

ョ

ン

・

モ

ミ

ス

も
学
園
を
追

わ
れ

た
。

も
う
一

人
の

学
生
ア

レ

ク
シ

ス

・

サ

レ

イ

〉．
鵠゚

も弓

碧
無

は

神
学
校
を

優
秀
な

成
績
で

卒
業
し
、

ロ

ー

マ

の

グ

レ

ゴ

リ

ア

ン

大
学
で

、

ブ
ー

ゲ

ン

ヴ

ィ

ル

島
民
の

結
婚
制

度
を

研
究
し

博
士
と
な
っ

て

帰
国
し
た

。

追

放
さ

れ

た

ジ

ョ

ン

・

モ

ミ

ス

は

司
教
に

推
せ

ん

さ

れ

て
、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

で

聖
職
者
の

地
位
に

つ

い

た
、

　
レ

ォ
・

ハ

ネ

ッ

ト

の

行
な
っ

た

活
動
に

つ

い

て

は

す
で

に

ふ

れ
た

の

で
、

こ

こ

で

は
ジ
ョ

ン

・

モ

ミ

ス

の

人
と
業
績
に

つ

い

て

述
べ

て

お

き
た
い

。

　
モ

ミ

ス

は
ニ

ュ

ー

・

ア

イ
ル

ラ

ン

ド

人
と

華
僑
と
の

混
血
で

あ
る
が

、

幼
時
か

ら

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

の

ブ
イ
ン

で

育
て

ら
れ

た
。

カ

ト

リ
ッ

ク

の

神
父
と
な
っ

た

彼
は

清
廉
潔
白

な
性
格
で、

激
し

い

雄
弁
の

才
能
を

も
つ

カ

リ
ス

マ

的
魅
ガ
を
そ
な

え
て
い

た
。

彼
は

ブ
ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

島
民
が

真
に

分
離
を
望
む
の

な

ら
、

自
分
は

分
離
を
弁
護
す
る

と
言
い

、

分

離
に
つ

い

て

は

島
民
が

彼
を
リ

ー

ド

す
べ

き

だ

と
言
っ

た
。

　
し

か
し

、

PNG

の

統
一

国
家
の

憲
法
を

制
定
す
る

委
員
会
（

CPL

）

の

責
任
者
で

あ
っ

た
彼
は

、

国
際
的
な
支
持

、

明
白
な
政

府
の

目
標

、

そ

し

て

軍

事
力
を
必
要
と
す
る

よ

う
な

、

グ

ラ

ス

ル

ー

ツ

分
離
主
義
に

は

加

妲
で

き
な
か
っ

た
。

　

レ

オ
・

ハ

ネ

ッ

ト

に

も
モ

ミ

ス

に

似
た

悩

み
が

あ
っ

た
。

分
離
主
義
運
動
の

最
も
過
激

な

指
導
者
で

あ
っ

た

か
に

見
え

る
彼
は

、

　一

九
七
五
年
四

月
三

〇
日

に

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ァ

の

フ

ァ

イ

ナ
ン

シ

ャ

ル

・

レ

ピ

ュ

！

誌
に

掲

載
さ

れ
た

イ

ン

タ
ビ

ュ

！

の

中
で

、

「

分
離
」

と
い

う
言
葉
は
ゴ

マ

カ
シ

で
、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

人
に

は

使
わ
れ
な

か
っ

た

と
述
べ
、

彼
ら

は

た

だ

地
方
分
権
制
度
の

適
切
な

形
態
を
摸

索
し
て
い

る

だ
け
な

の

だ
、

と
述
べ

た
。

　
ハ

ネ

ッ

ト

は
一

九
七
五
年
の

年
央
に

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

航
空
機
で

、

英
国
保
護
領
の

地

位
を
脱
し
た

ば
か

り

の

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
を

訪

問
し

、

首
都
ホ

ニ

ア

ラ

で

首
席
大
臣
ソ

ロ

モ

ン

。

マ

マ

ロ

ニ

と
会
談
し

た
。

彼
は

以
前
に

は
ブ
ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

の

分
離
主
義
は
マ

イ

ケ

ル
・

ソ

マ

レ

の

問
題
で

、

自
分
に

は

関
係
の

な

い

こ

と

だ

と

言
っ

て

い

た

が
、

ハ

ネ
ッ

ト

と

の

会
談
の

後
に

は
、

首
席
大
臣
や
他
の

政

治
家
が
ブ

…

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

と

の

関
係
修
復
に

意
欲
を
見
せ

、

ホ
ニ

ア

ラ

の

マ

ス

コ

ミ

も
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

の

動
向
に

関
心
を
強
あ

た
。

　
以
上
の

よ

う

な

環
境
の

中
で
一

九
七
五
年

四
月
末
に

、

ソ

マ

レ

の

PNG

中
央
政
府
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

一

九
七
五
年
1
七
六
年
度
の

建
設
工

事
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

論
議
す
る

チ

ー

ム

を
送
っ

た
。

州
政
府

甚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

鉱
区
使
用
料
を
除
い

て

五
三

〇
万
ド

ル

を

要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

求
し
た

が
、

中
央
政
府
側
は
一

三

〇
万
ド

訛

を
主
張
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
碗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
こ

の

相
違
は

州
政
府
が

複
数
年
度
に

わ

な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る

継
続
予
算
を
主
張
し
た

の

に
、

中
央
政
脇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

は

単
年
度
予
算
の

つ

も
り
だ
っ

た
こ

と

に

穉

因
し

た
が

、

そ

の

他
の

州
政
府
の

計
画
態
度

な

ど
多
く
の

点
で

、

中
央
政
府
と
州
政
府
は

対
立
し
た

ま

ま
話
し
合
い

は

打
ち
切
ら

れ

た
。

　
「

五
月
三

〇
日

に

”

約
三

〇
〇
人
の

選

出

伝
統
的
指
導
者
た

ち
”

の

支
持
を
得
た

と
い

わ

れ
て

、

ほ

と

ん

ど

満
場
一

致
の

票
で

州
議

会
は

PNG

か

ら

分
離
す
る

こ

と

を
決
議
し

た
。

…

…
サ
レ

イ

は

自
分
が
依
然
と
し
て

公

務
員
だ
っ

た
こ

と
を
無
視
し
て

分
離
を
支
持

し

た
。

し
か
し

、

分
離
は

交
渉
す
べ

き
で

は

な

い

と
い

う
点
を
充
分
に

強
調
し

た
の

は
、

モ

ミ
ス

で

も
サ
レ

イ

で

も
な
く
ハ

ネ
ッ

ト

だ
っ

た
。

　
あ
る

プ
ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

の

交
渉
チ

ー

ム

は
、

自
分
自
身
の

政
瘍
を
設
置
す
る

た
め
一

億
五

、

○
○
○
万
ド

ル

が

必
要
だ

と

固
執
し

、

代
わ

り
に
パ

ン

グ

ー

ナ

鉱
山
に

関
す
る
PNG

の

二

〇
％
エ

ク
イ

テ

ィ

を
、

徐
々

に

撤
回
さ

せ

る

点
で

寛
大
に

し

よ

う
と
し

た
」

（

Ω
『

漆
戸

富
ヨ
Φ

鉾

9
巴曽

8
。凶
广

咢゚

N

＝

ー
N

δ
）

　
こ

う

し
て

ブ

〜

ゲ

ン

ヴ

ィ

ル

の

分
離
運
動

と

PNG

中
央
政
府
の

対
立
は

、

解
決
し
が

た

い

も
の

に

発
展
し

た
。

中
央
政
府
は

六
月
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一

七
日
に

独
立
の

期
日
を
九
月
一

六
日
と

泱

定
し
た

の

で
、

そ
の

PNG

の

完
全
な
体
勢

に

対
す
る

プ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

の

挑
戦
に

は
、

武
力
に

訴
え
ず
に

対
処
し
な

け
れ

ば
な
ら
な

か
っ

た
。

　

首
席
大
臣
ソ

マ

レ

は
ブ
ー

ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

に

お
け
る

事
態
の

推
移
を
毎
日

モ

ニ

タ
ー

し

て
、

対
策
の

路
線
を
助
言
さ
せ

る

た
め

に
、

ハ

イ

レ

ベ

ル

の

チ

ー

ム

を
送
り
こ

ん

だ
。

　

そ

の

結
果

、

色
々

な

計
画
が

示
唆
さ
れ
た

が
、

中
に

は

統
一

を
支
持
す
る

グ
ル

ー

プ
に

だ
け

割
当
額
を

支
払
い

、

各
種
サ

ー

ビ

ス

を

中
止
し

、

ブ
ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

人
学
生
を
本
土

か
ら
送
還
す
る

な
ど
の

方
法
で

、

分
裂
さ
せ

て

征
盟
し
よ
う
と
い

う
も
の

も
あ
っ

た
。

　

し
か
し

、

BCL

は

ブ

1
ゲ
ン

ヴ

ィ

ル

人

側
の

人
質
で

あ
り

、

給
与
額
に

反
対
す
る

五

月
の

労
働
者
の

暴
力
行
為
な
ど
か

ら
考
え
て

、

そ

う
し
た

計
略
は

危
険
す
ぎ
た

。

一

部
に

は

ハ

ネ

ッ

ト

を
逮
捕
せ
よ
と
い

う
声
も
あ
っ

た

が
、

ソ

マ

レ

は

彼
を
殉
教
者
に

し
た

く

な

い

と
い

う
理
由
で

拒
否
し
た

。

ハ

ネ
ッ

ト

は

最

後
に

は

腐
敗
し
た
新
植
民
地
主
義
政
権
に

勝

つ

と
信
じ
て

い

た
。

そ

し
て

統
合
を
諒
承
し

な
い

決
意
を

世
界
に

示
す
た
め

に
、

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ

ィ

ル

の

指
導
者
は

九
月
一

日

を
解
放
の

日

と

す
る
こ

と
に

決
定
し
た

。

　
こ

の

よ

う
な

情
勢
の

推
移
を
見
て

く
る

と
、

私
に

は

疑
問
が

生
ぜ
ざ
る
を
得
な

か
っ

た
。

そ

れ
は
ハ

ネ

ッ

ト

や
モ

ミ

ス

が

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

の

分
離
運
動
を
支
持
し
た

の

は
、

果
し
て

彼
ら

が

分
離
を
要
求
す
る
島
民
を
愛
し

た
た

め

の

本
心
か

ら
な

の

か
、

あ

る

い

は

自
己
の

政
治
的
地
位
を
守
る
た

め

の

演
技
に

す
ぎ
な

か
っ

た
の

か
、

と
い

う
疑
問
で

あ
っ

た
。

一

方
的
独
立
宣
言
と

そ
の

結
末

　
「

（

一

九
七
五
年
）

九
月
一

日

に

母
系
制
社

会
の

シ

ン

ボ

ル

と
し

て
、

一

入
の

黒
い

婦
人

が
ア

ラ

ワ

の

市
場
で

ノ

ー

ス

・

ソ

ロ

モ

ン

ズ

共
和
国
の

旗
を
掲
げ
た

。

　
そ

の
コ

バ

ル

ト
・

ブ

ル

ー

の

地
は

”

太
平

洋
に

お

け
る

地
域
的
実
在
と

し

て
の

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

を
と
り
か

こ

む
海
”

を
代
表
と
す

る

た

め
で

あ
っ

た
。

点
々

を
も
つ

外
側
の

緑

の

円
形
は

新
国
家
の

島
々

を
代
表
し

て

い

た
。

そ
し

て
一

つ

の

白
い

円
盤
は

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ

イ

ル

の

工

芸
家
に

よ
っ

て

”

皮
膚
の

黒
い

独
特

の

色
を
引
き
立
た

せ

る

た

め

に

使
わ

れ

た

伝

統
的
な
貝
殻”

で

あ
っ

た
。

　
一

人
の

観
察
者
と

し

て

の

外
交
官
が

、

ス

カ

ル

ノ

に

匹
敵
す
る

と
思
っ

た
ハ

ネ

ッ

ト

の

演
説
は

、

個
人
の

価
値
の

否
認
（

≦
ヨ

雪

［
琵
江
昌
 

艀

私
は

無
価
値
な

入
間
）

で

始
ま

り
、

マ

ー

チ

ン

・

ル

サ

ー
・

キ

ン

グ

を
引
用
し

、

入
々

を

約
束
の

地
に

導
く
モ

〜

ゼ

の

ヴ
ィ

ジ

ョ

ン

に

結
論
づ

け
て

、

キ

リ

ス

ト

教
と
人
間
の

兄
弟
愛
を
導
入
し
た
伝
道
団
の

精
神
に

ア

ッ

ピ

ー

ル

し
た
（
Ω凶
門

ゆ
コ

し
p
ヨ
Φ
し・

る
げ

仁。】

前

掲
書
　
薯゚

b。

猛
ー

曽
刈

）

　
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

島
に

お

い

て

は
、

島
民

の

七
五

％
が
カ

ト

リ
ッ

ク

教
徒
で

あ
る

が
、

そ
の
カ

ト

リ
ッ

ク
の

原
佳
民
司
教
グ
レ

ゴ

リ
ー
・

シ

ム

カ

イ
Ω

話
σQoq

ω

ぎ
訂一
は

、

公
式
に

分
離
独
立
を

支
持
し

て
い

た
。

島
民
の
一

〇

％

を
占
め

る

メ

ソ

デ
ィ

ス

ト

教
会
の

聖
職
者

た

ち
も
一

方
的
独
立
宣
言
を
支
持
し
た

。

才
ー

ス

ト

ラ

リ
ァ

に

忠
実
だ

と
い

わ

れ

た
セ

ヴ

ン

ス

・

デ

イ
・

ア

ド

ヴ
ェ

ン

テ

ィ

ス

ト

さ

え

同

様
で

あ
っ

た
の

で
、

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

島
民

の

八

六
％
が
一

方
的
独
立
宣
言
を

歓
迎
し

た

わ
け

で

あ
っ

た
。

　
こ

の
→

方
的
独
立
宣
言
は

PNG

の

独
立

（

一

九
七
五
年
九
月
一

六
日
）

の

直

前
で

あ

り
、

ブ

！

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

は

新
し

い

行
政
制
度

に

よ
っ

て

「

ノ

ー

ス
・

ソ

ロ

モ

ン

ズ
」

州
に

な
っ

て

い

た
。

そ

し

て

首
席
大
臣
ソ

マ

レ

は
、

そ

の

宣
言
に

重
大
な
意
義
を
見
出
す
こ

と
な

く
、

企
業
的
野
心
に

富
ん

だ

分
離
独
立
の

指

導
者
た

ち
は

、

問
も
な
く

経
済
的

、

政
治
的

な

行
き
詰
り

に

陥
っ

て
、

PNG

中
央
政
府

に

救
い

を
求
め

て

く
る
と
推
測
し

て
い

た
。

　
ソ

マ

レ

は

ノ

ー

ス

・

ソ

ロ

モ

ン

ズ

共
和
国

に

対
し

て

持
久
戦
で

接
し
た

。

PNG

独
立

の

翌
月
に

彼
は

ノ

ー

ス

・

ソ

ロ

モ

ン

ズ

州
政

府
を

廃
止
し

、

そ

の

資
産
を
凍
結
し

て

共
和

国
政
府
指
導
者
の

孤
立
化
を
は

か
っ

た
。

そ

し
て

明
白
な

違
法
行
為
に

は

断
固
と

し
た

措

置
を
と
っ

た

が
、

警
察
に

よ
る

直
接
的
な

取

締
り
措
置
は

と
ら
な

か
っ

た
。

彼
は
ハ

ネ
ッ

ト

を
殉
教
者
に

す
る

弾
圧
を
避
け
た

。

　
も
う
一

人
の

分

離
独
立
主
義
の

指
導
者
ジ
ョ

ン

・
モ

ミ

ス

に

つ

い

て

は
、

ソ

マ

レ

は

強
い

愛
情
と

和
解
の

気
持
ち

を
も
ち

、

議
員
を
辞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

任
し
た

い

と
い

う
モ

ミ

ス

を
翻
意
さ

せ

る

右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

め

に
、

あ
ら

ゆ

る

努
力
を
払
っ

た
。

そ

の

蕊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

ミ

ス

は

そ
の

年
の

八

月
に

国
連
を
訪
問
し

て
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ブ

ー

ゲ

ン

ヴ
ィ

ル

の

分
離
独
立
に
つ

い

て
、

m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

国
連
の

支
持
な
い

し

忠
告
が

得
ら
れ
る
か

蕋

う
か

打
診
し
た

。

　
　
　

　
　
　
　
　
　

H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

　
ウ
ヱ

ス

タ

ン

州
選

出
議
員
ヱ

ビ

ア

・

オ

％

ワ

レ

国
げ

猷

O一
 

≦

巴
ぐつ

は
、

当
時

、

国
連
に

対
し
て

、

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

の

分
離
独
立
を

許
す
よ
う

な
こ

と
を

す
れ

ば
、

南
太
平
洋
に

七
〇
〇
も
の

潜
在
的
ミ
ニ

・

ス

テ

ー

ト

を
つ

く
り
か

ね

な

い

と
警
告
し

た

と

い

わ

れ
る

。

　
モ

ミ

ス

は

国
連
か

ら
の

帰
途
に

、

英
領
ソ

ロ

モ

ン

諸
島
保
護
領
の

首
都
ホ

ニ

ア

ラ

に

立

寄
っ

た
。

さ

き
に

ハ

ネ
ッ

ト

も
ホ
ニ

ア

ラ

を

訪
れ

て
、

ソ

ロ

モ

ン

諸
島
保
護
領
の

指
導
者

に

「

ト

ラ
ン

ス

・

ソ

ロ

モ

ン
」

感
情
を
打
診

し
た

。

そ
の

指
導
者
の

多
く

は
一

九
七
六
年

初
頭
に

そ

の

立
法
議
会
に

お
い

て
、

究
極
的

な

「

再
統
合
」

と
、

そ

の

結

果
出
現
す
る

国

の

経
済
的
成
長
力
へ

の

願
望
を
あ
ら
わ

す
か

に

見
え
た

。

　
一

九
七
五
年
の
一

二

月
地
元
の

ノ

ー

ス
・

ソ

ロ

モ

ン

ズ

人
指
導
者
た

ち

が
、

一

連
の

小

事
件
を

企
て

、

そ

れ

が

制
約
さ

れ

た

警
戒
行

動
で

鎮
圧
さ

れ

た

こ

と
は

、

そ

の

願
望
に

と
っ

て

若
干
の

試
練
に

な
っ

た
。

　
ノ

ー

ス

・

ソ

ロ

モ

ン

ズ

入
は

彼
ら

自
身
の

独
自
の

選
挙
の

準
舖
と

、

彼
ら

に

無
縁
な

地

方
政
府
評
議
会
の

解
体
の

準
備
を
も
始
め

た
。

彼
ら
の

村
人
に

対
す
る

支
配
力
は

別
の

政
府
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の

中
に

ま

と
ま
っ

て

い

た

が
、

サ

レ

イ

と
モ

ミ

ス

自
身
は

ポ

ー

ト

モ

レ

ス

ビ

ー

と
非
公
式

な

連
絡
を
続
け
て

い

た
。

し

か

し
、

彼
ら
は

地
元
の

の

ぼ

せ
あ
が
っ

た
連
中
を

抑
え

る
こ

と

は

で

き
な

か
っ

た
。

　
｝

九
七
六
年
一

月
に

暴
力
行
為
が

爆
発
し

、

航
空
機
の

滑
走

路
は

掘
り

返
さ

れ
、

政
府
の

財
産
は

破
壊
さ
れ

た
c

生
命
に

危
険
が

迫
っ

た

と

見
ら
れ
た
サ

ー
・

ポ

ー
ル

霤

ラ

プ

ン

は
、

彼
の

住
む

村
か
ら

警
察
の

ヘ

リ
コ

プ

タ
ー

で

救
出
さ
れ

た
。

　
ソ

マ

レ

首
相
は

反
乱
勢
力
に

対
し

て

軍
隊

を
使
用
す
べ

き
だ

と

い

う
圧
力
を
う
け
た

が
、

反
乱
勢
力
は

武
器
を
持
た

ず
外
部
の

支
持
を

得
る

明
白
な
構
想
も

な

か
っ

た
。

ソ

マ

レ

は

自
分
の

正
当
性
に

疑
問
を
抱
く
の

を

慎
重
に

拒
否
し

、

自
分
の

最
後
の

拠
り
所
の

力
を
政

治
に

求
め

る

の

も

拒
ん

だ
。

　
緊
迫
は

や

わ
ら

ぎ
、

会
談
が

開
か

れ
、

三

月
に

は
ソ

マ

レ

は

「

国
の

一

形
態゚
｝

を

提
唱

し

た
。

モ

ミ

ス

と
べ

レ

は

依
然
と
し

て

議
会

で

議
席
を

持
つ

の

を
拒
否
し
て

い

た
。

新
し

い

選
挙
が

実
施
さ

れ
な

け
れ
ば
な
ら

な

か

っ

た

が
、

日

よ
り
見
主
義
者
た
ち
だ

け

が

議
席

を

争
う
こ

と
に

な
っ

た
。

　
五

月
に

は

暴
動
鎮
圧
の

た
め
プ

イ
ン

に

機

動
隊
が

送
ら
れ

な
け
れ

ば
な

ら

な

か
っ

た

が
、

八

月
に

は

ソ

マ

レ

が
「

ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

島

民
に

、

彼
ら
が
PNG

全
国
政
府
の

枠
組
み

の

中
で

、

彼
ら
自
身
の

問
題
を
処
理

す
る

効

果
的
役
割
を
保
証
す
る
」

と

い

う
「

真
の

メ

ラ

ネ

シ

ア

的
精
神
の

中
で
」

解
決
に

達
し
た

と

公
表
し

た．v

ノ

ー

ス
・

ソ

ロ

モ

ン

ズ

の

州

は

そ

の

準
国
家
的
政
府
と
共
に

承
認
さ

れ
た

。

　
そ

の

後
、

中
央
政
府
と
州
政
府
と
の

間
の

財
政
上
の

詳
細
な

取
り
決
め

な

ど

が

行
な
わ

れ
た

。

ノ

ー

ス

・

ソ

ロ

モ

ン

ズ

に

お
け

る

州

政
府
に

関
す
る

ソ

マ

レ

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

は
、

同
時
的
な

立
法
権
の

シ

ス

テ

ム

は
、

政
府
の

両
段
階
が
一

お

互
い

の

立
法
に

関
す
る

意
図

に

つ

い

て

現
実
的
期
待
を
持
つ

と
き
に

の

み

活
動
す
る
一

こ

と
を
強
調
し

た
。

　
全
醤
政
府
は

靄
民
経
済
の

秩
序
あ
る

運
営

と
【，
全
PNG

人
の

利
益
の

た

め

の
」

主
要

な
国
内
資
源
の

開
発
を
保
証

す
る

よ

う

制
約

さ

れ
て

い

た
。

全
国
政
府
も
州
政
府
も
国
民

的
協
調
の

精
神
で

、

前
途
の

大
き
い

使
命
に

ア

プ

ロ

ー

チ
す
る

こ

と
で

合
意
し
た

。

　
し

か
し

、

PNG

は

事
実
上
ブ
ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

に

お

い

て
、

第
二

段
目
の

政
府
と

は

異
っ

た
政
府
を
設
け
た

の

か
も
知
れ
な

い

と
い

う

サ

イ

ン

は
、

州
の

名
稱
を

ノ

ー

ス

・

ソ

ロ

モ

ン

ズ

に

変
更
す
る

の

を
認
め

た

こ

と

で

あ
っ

た
o

そ

の

名
称
は

英
領
ソ

ロ

モ

ン

諸
島
行
政

府
に

よ
っ

て

も

承
認
さ
れ

た
。

　
約
五

〇
〇
万
キ

ナ

の

財
政
交
付
金
を
も
っ

て

発
是
し

た

ノ

ー

ス
・

ソ

ロ

モ

ン

ズ

州
は

、

ソ

マ

レ

に

よ
っ

て

「

特
例
」

と
よ

ば

れ
た．．

こ

の

州
を
ベ

ー

ス
・

セ

ッ

タ

ー

と

し

て

他
の

地
方
分
権
化
の

モ

デ

ル

と

す
る

よ

り
は

、

特

例
で

あ
る

こ

と
を

認
め

さ

せ

る

方
が

地
方
制

度
を

確
立
す
る

う
え

で

有
利
と
考
え

ら
れ

た
。

こ

う
し
て

ノ

ー

ス

・

ソ

ロ

モ

ン

ズ

州
が

自
治

政
府
を

も
っ

た

こ

と
に

よ
っ

て
、

島
民
た

ち

の

分
離
主
義
運
動
は
一

応
鎮
静
化
し
た

。

　
翌
一

九
七
七
年
七
月
に

PNG

独
立
後
最

初
の

国
会
総
選
挙
が
行
な

わ
れ
た

が
、

ノ

ー

ス
・

ソ

ロ

モ

ン

ズ

の

人
々

は

PNG

国
民
と

し

て

投
票
し

た．、

し

か

し
、

そ

の

選
挙
の

際

に

も
、

ま

だ

分
離
独
立
を

要
望
す

る

動
き
は

残
っ

て

い

た
。

　「．
そ

の

後
も
ひ

と
た
び
ソ

ロ

モ

ン

諸
島
が

独
立
し

た

ぱ

あ
い

に

は
、

も
う
一

度
選
択
の

途
が
開
か

れ

る
と

信
じ

続
け
る

地

方
指
導
者

が
い

た
。

彼
ら
は

疑
い

な
く
彼
ら

の

ウ
ェ

ス

タ

ン

・

ソ

ロ

モ

ン

ズ

の

真
黒
い

兄
弟
た

ち
の

反
臨
に

関
心
を
も
っ

て

い

た
。

そ

の

兄
弟
た

ち
は

独
立
日

（

一

九
七
八

年
七
月
七
日）

に
、

新
し
い

国
家
に

統
合
さ

れ
る

こ

と
を
反
対
し

て
、

ギ

ゾ

で

新
し
い

国
旗
を

引
き
裂
い

て

抗

議
し
た

」

（

（

｝

ユ

窪
P

量
ヨ
Φ
・゚

る
σ

巴
℃°

譴
 

）

　
一

九
七
七
年
七

月
の

国
会
総
選
挙
の

結
果

、

ジ

ョ

ン

・

モ

ミ

ス

神
父
が

当
選
し

、

レ

ォ
・

ハ

ネ
ッ

ト

は

落
選
し
た

。

そ

し
て
ハ

ネ
ッ

ト

は

奨

学
金
を
も
ら
っ

て

農
業
経
済
を
勉
強
す

る

た

め

海
外
に

留

学
し

た．り

そ

し
て

ア

レ

ク

シ

ス

・

サ

レ

イ

は

ノ

ー

ス

・

ソ

ロ

モ

ン

ズ

州

政
府
の

首
相
（

牢
2
昌一
靄
）

に
、

無

投
票
で

選
ば
れ

て

就
任
し
た

。

　
PNG

政
府
は
一

九
七
七
年
に

鉱
業
法
を

施
行
し

て
、

探
鉱

権
の

有
効
期
間

、

採
掘
権

の

期
間
を

は

じ

め
、

環
境
保
護
に

関
す
る

政

策
を
重
視
す
る

新
し
い

鉱
業
協
定
を
含
む

鉱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢ e

業
開
発
政
策
を
明
確
に

し

た
o

こ

の

鉱
業
法

皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

つ

い

て

は

後
の

章
で

ふ

れ
る

か

も
知
れ
な
s

、

°

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

珊

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肛

〈
注
〉
一

九
七
五
年
九
月
一

六
日

、

PNGM

　
　
　
で

は

首
都
ポ

〜

ト

モ

レ

ス

ビ

ー

ば
か
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
り
で

な

く、

各
州
の

首
都
で

も

極
楽
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
　
　
島
の

鮮
や
か

な

国
旗
掲
場
式
が
行
な
箆

　
　
　
わ

れ
た

・

ブ

「

ゲ
ン

ヴ

・

ル

（

ノ

τ
H

　
　
　
ス

ウ
。

モ

ン

ズ

州
v

に

お

け

る
国

M

　
　
　
旗
掲
揚
式
に

は
、

地
元
の

分
離
主
義

　
　
　
住
民
は

ボ

イ
コ

ッ

ト

し
て

姿
を
見
せ

　
　
　
な
か
っ

た

が
、

地
元
民
以
外
の

居
住

　
　
　
者
約
一

八
、

○
○
○
人
が
集
ま
っ

て

　
　
　
国
旗
が
上
が
る

の

を
見
つ

め

て

い

た

　
　
　
と
い

う
。

お
詫
び
と
ご

連
絡

　
前
号
掲
載
の

苛．
ブ

ー

ゲ
ン

ヴ
ィ

ル

紛
争
の

考
察
（

上
）

』

で

は
、

印

刷
上
の

事
故
に

よ

り
、

25
ペ

ー

ジ

最
下
段
の

各
行
末
が

消
え

て

お
り
ま

す
。

　
当
該
ペ

ー

ジ

を
完
全
な
形
で

別
刷
り

し

ま

し
た

。

ご

希
望
の

方
に

郵
送
い

た
し

ま
す

。

　
　
　
　
　
　
　
〈
太
平
洋
学
会
事
務
局
〉


